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第 120 期卒業生旅立つ 

 ３月１日に甲府商業高校第１２０期生卒業式が執り行われます。今年度も在校生は、

新型コロナウイルスの感染防止のため、残念ながら式に参加することはできません。こ

の１年間で先輩たちから受け継いだ良き伝統を、次の代に引き継ぐことができるように、

今後とも自己研鑽に励んでいきましょう。 

 さて、１学年も残すところ、あと１カ月となりました。２月にはスキー教室が行われ、 

２日目は大雪により、バスで１０時間かけて山梨に帰ってきました。実習時間の短縮な

ど残念な結果となりましたが、久しぶりの宿泊行事が実施でき、多くの友人と忘れられ

ない思い出をつくれたことと思います。現在、第５回定期試験が行われておりますが、

最後までしっかり取り組み、この１年間を締めくくることができるようにしましょう。

また、残りの日々を２年次での生活を充実するための準備期間とし、来年度の自分自身

の目標を立て、達成のために前進していけるような取り組みをしてほしいと思います。 

 

 

改めて、２年生に向けて 

 今年度も新型コロナウイルスに振り回され、制約がある中での１年間でしたが、皆さ

んにとって、どのような１年だったでしょうか。２月号でも書きましたが、改めて２年

生に向けてどうしていくべきか、しっかりと考えてほしいと思います。入学当初と比べ

て、自分が高校生活をどのように考え、普段から取り組む中で「何をどれだけ、できる

ようになった」のか、具体的に考えてみてください。授業のことだけでなく、日常生活

でのことや部活動でのことなど、思い返すとかなり多くのことができるようになってき

たことがわかるでしょう。その「できた」ことをさらに深め、伸ばしていくために、３

月は２年生につなげる期間として、特別編成授業が実施されます。今年度は、簿記だけ

でなく、数学や生物、英語といった普通科目も実施されます。それぞれの担当の先生方

は、この短い期間で皆さんにどのような力をつけてほしいのかを考え、授業を行います。

この１年間の締めくくりとしてだけでなく、２年次への充実した準備ができるようにし

ましょう。「学ぶ」といった気持ちが、どれだけ心の中にあるのかによって、その定着

の度合いも変わってきます。午前中３時間の授業ですから、ぜひ集中して取り組み、学

んだことが自分の新たな力となるように頑張りましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


